
令和７年度「下水道研修会」の開催
■GKPチーム九州は、福岡市道路下水道局のご協力のもと、
中部水処理センターで下水道研修会を開催

■先進の下記取組を体感することで、主に若手会員の
知見拡大と技術力向上を図った
①下水から水素をつくる“世界初”水素ステーション
②日本一の供給箇所数を誇る再生水処理施設
③濃縮汚泥貯留槽の防食更新工事

■意見交換会では、所属組織や世代の枠を越えた交流を通じ
GKP活動への理解深化、チーム九州の連帯感を醸成

＜研修会概要＞
◆日 時 ︓令和７年１０月１４日（火） 14︓00〜19︓30
◆参加者 ︓４５名（設計コンサル・メーカー等の若手社員、大学教授ほか）

※引き続いて行った意見交換会には３８名が参加



研修会の様子

ｺﾝｸﾘｰﾄ劣化確認再生水処理施設

田中代表 挨拶 市担当者から受講 水素ステーション

意見交換会



福岡市・中部水処理センターについて

今回見学施設

＜概要（R5.3.31時点）＞
・処理面積 2,715 ha
・処理人口 400,928 人
・処理能力 300,000 ㎥/日
・処理方式 嫌気好気活性汚泥法
・敷地面積 74,378 ㎡
・供用開始 1966年7月

出典︓福岡市配布資料


